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大分県立芸術文化短期大学広報誌「Epistula」2016 年 6月 10日発行 還巻 43号 エ ビス トっラ :古典 ラテ ン語で "手紙 "という意 味で'す。広報室か らみなさまへ、

芸文短大の“いま"を伝える手紙をお届 1ブします。
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深
く
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慰
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寺
ぎ
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鳥
灘
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髭
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音楽科

歌
う
喜
び
と
感
動
を
共
有
し
た
い

声
は
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性

.霊園
圏園暇
園園周囲園園園
園

芸
術
デ
ザ
イ
ン
棟
は
、
既
存
の
芸
術
棟

西
側
に
校
舎
を
増
築
し
、
P
C
を
は
じ
め

3
D
プ
リ
ン
タ
ー
等
新
技
術
の
導
入
や
ー

T
環
境
に
対
応
し
た
機
能
を
持
た
せ
る
と

と
も
に
、
共
用
講
義
室
や
実
習
室
な
ど
を

拡 と T 3 西

　　　　　
ま 、に リ校

　　　

さらに、美術棟を増築、芸術系各棟
・体育館・クラブハウス (現図書館)
・事務棟を改修します。

国際総合学科 濁す
　　　　　　　

　　　

　　　

市

地
域
文
化
創
造
論
、
文
化
経
済
学
総
論
を

代
芸
術
の
活
動
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。「
芸

講

担
当
し
ま
す
。
大
分
で
は
、
近
年
、
O
P
A
M
、

術
は
社
会
を
映
す
鏡
」
と
も
言
わ
れ
る
よ
う

ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
な
ど
国
内
で
も
注
目
の
文
化

に
、
授
業
で
は
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
が
見

、

缶
巴
ル
ヌ
ぜ
′
安
E
法
用
}へ
一
つ
し
・
士
丈
に
閏
ヘ
ノ
腫
%
言
上ヘー
ノ
寺
司
ヒ
ト
丁
ノ

]
]
r
テ
カ
ム
川
“
h
ソ
ト

広…
叫
古
三
/
÷
;
-
ヘ
ノ
±▲
の
「
i
ー
一
つ
′
、

洋
T

t
方
言
プ
美
男
価叩
で
十
才

±
2ハ
桐
○
】
杉
叢
{
○
-
虚
言
レ

“
□
」
で′
ギ
メ
肩
白
老
価
“
布
r
と
一
三
d
上
繋パ
ブ
f
E
t
し

を
感
じ
ま
す
。

て
、
よ
り
深
く
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

口

私
の
分
野
で
は
、
芸
術
祭
や
ア
ー
ト
プ
ロ

い
ま
す
。

山
【

ジ
ェ
ク
ト
と
い
っ
た
地
域
社
会
に
お
け
る
現

'12コ

地 ,GJゑや
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化 さ著霧
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キャンパスの中央に交流広場を設け、 2本の道 (シンボルロー ドとキャンパスモール) を重ねることで、

全体を芸術文化活動と交流にあふれた活気あるキャンパスとします。
シンボルロードは正門から延びる大学の顔とな」、キャンパスモールは交流広場と-体となることで、

建物と活動がつながる芸術文化の香り高い空間をつくり出します。学科や大学の枠を超えて地域や芸術緑
丘高校生との交流が生まれ、未来の芸術家を育む、開かれた創造の場とします。

体育館
‐

rず
′

ノ沙 莫端株 (新築)　　　　　　　　　　　　　
・ 音楽ホール・厚生棟欄 ・ 一

ー
芸
術
文
化
を
育
む
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
ー

生
ま
れ
変
わ
る
装
薬
短
大

人文棟

二‐ー一二 ノキ、仁±、

縄 .

　

L‐士一

整備する施設の一部を紹介
ラ
等
、
多
目
的
な
使
用
に
対
応
し
た
3
0
0
席
規

模
の
大
ホ
ー
ル
を
中
心
に
、
講
義
室
、
練
習
室
等

を
備
え
た
中
核
施
設
と
し
て
の
機
能
と
、
レ
ス
ト

ラ
ン
や
シ
ョ
ッ
プ
、
交
流
コ
ー
ナ
ー
等
学
生
の
た

め
の
ア
メ
ニ
テ
ィ
ー
機
能
を
併
せ
持
つ
複
合
施
設

.
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シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
の
正
面
に
位
置
す
る
音
楽

B
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学 、練 0 楽 す
生 し習 0 、る
の ス室 席 オ音
た ト等 規 べ 楽
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図書館
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交流ギャラリー美術棟
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平成28年度

仮校舎建設、芸術デザイン棟着工

平成29年度

図書館着工、音楽ホール棟着工

以降、各棟の増築・改修等を行い、

平成32年度にキャンパス整備が完

了する予定です。

師

こ
の
度
、
音
楽
科
に
着
任
い
た
し
ま
し
た

持
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
可
能
性
を
共
に
探、
ン

講

林
満
理
子
で
す。
専
門
は
声
楽
(
ソ
プ
ラ
ノ
)
、

し
、
歌
う
喜
び
と
感
動
を
学
生
の
皆
さ
ん
と

声
楽
作
品
に
お
け
る
声
に
つ
い
て
、
ま
た
表

共
有
で
き
る
こ
と
を
大
変
楽
し
み
に
し
て
い

現
方
法
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
ま
す
。
皆
さ

ま
す
。
こ
れ
か
ら
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
頭

王
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鶏
r
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二
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冬
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二
口
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石
一
九
十
と
キ
ハ
:
了
、

十1
当
3
メ
ン
,
.

い
ま
す
か
?
顔
が
1
人
1
人
違
う
よ
う
に
、

"
林

声
も
人
そ
れ
ぞ
れ
に
違
い
が
あ
り
個
性
を

　
お
　
　
　
求

留学生 6 名が頑張 っています = .て挙り5テ膏ギエ IEを-
本学では毎年、江漢大学から留学生を受け入れています。今年度は6名が日本語の勉強をはじめ、他の学生との交流、
文化体験をすべく国際総合学科で日々 頑張っています。そんな留学生たちからの-言コメントです !

謝 嘉儀 (しゃかぎ)さん
日本の伝統文化を体験したい。そして美しい景色を見たいで

す。日本語を上達させるために様々な日本の方達と交流し、また

肖暢 (しょうちょう)さん
日本語のスキルアップを図るために来ました。そして、日本の文

。 芦。 逓 こ 」 ぼ日 の 姪 ‘“恥 、 こ 化とマナーを学びたいです。そのためにも、しっかりと日本語を勉

アルバイトをしてみたいです。「何とかなる」の精神で頑張ります。 強し、それを活かしてアルバイトをしてみたいです。大阪まで旅行

周 伊萱 (しゅういかん)きん にも行ってみたいです。必ずやり遂げます!

日本文化を体験し 日本語のスキルアップを目指します。芸 余 森 (ょみょう)さん
短でしか勉強できない科目を学びたいし、簿記の資格を取りた 日本語学科の学生なので、もっと日本語が上達するように芸短へ
いです。アルバイトをして、色々な人達と接してみたいです。 の留学を希望しました。外国に留学することは、一つの経験として
必ずこの 1年を無駄にしないように努力します。 とてもいいものだと思います。芸短では、日本語コミュニケーショ

張 姻 (ちょうかん)さん
日本の文化が好きです。少しは理解していますが、もっと知

りたいと思い日本に来ました。日本語に関しても、もっと上手
になりたいです。英語や簿記、秘書などの科目も勉強したいし、
礼儀も学びたいです。日本の自然、風土、文化を実際に体験し、
アルバイトの社会経験なども通して、一年後、新しい自分にな
りたいです。

111十1′111111.‐.・..「十11-111′.r11'-'

李 顧聡 Gノこそう)さん
本当の日本を自分の目で見てみたいと思い、芸短への留学を希望しました。授業ガイドで様々な科目の紹

介を見ましたが、日本語はもちろん、観光英語 文化人類学、簿記などの科目も学びたいと考えています。
そして、日本にいる間に東京やいろんな名所に行きたいです。
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す メ シ たホ 多棟 ボ
oニ ヨ中 - 目 は ル ザ ＼＼

一.

工房
」 - 』

ー- -.ー　　　
一 事務棟

一考 ー

一重‐= ゴー

‐
‘
＼

駐車増

　　

　　　
＼ -
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本
学
は
、
昭
和3
6
年
に
別
府
市
に
お
い
て
開
学
し
、
昭
和5
0
年
に
現
在
の
大
分
市
上
野
丘
の
地
に

移
転
し
て4
1
年
が
経
過
し
ま
し
た。
芸
術
系
学
科
を
中
心
と
し
た
多
く
の
施
設
は、
老
朽
化
や
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
変
化
に
対
応
す
る
整
備
が
課
題
で
し
た
。
こ
の
た
め
、
平
成2
7
年
5
月
の「
キ
ャ
ン

パ
ス
整
備
基
本
構
想」
策
定
を
経
て、
本
年
3
月
に
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
基
本
設
計
を
終
え
ま
し
た
。

Poge l
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短
大
・
専
攻
科
4
3
0
名
、

グ
ラ
ン
シ
ア
タ
で
入
学
式

ー--

第5
6
回
入
学
式
.
第
総
回
専
攻
科
入
学
式
を
4
月
5
日

(
火
)、
i
i
c
h
i
k
o
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
「
グ
ラ
ン
シ
ア
タ
」

で
執
り
行
い
ま
し
た
。
短
大
に
3
8
3
名
(
美
術
科7
8
名
、
音

楽
科
だ
名
、
国
際
総
合
学
科
1
2
4
名
、
情
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
科
1
0
9
名
)、
専
攻
科
に4
7
名
金
旭
形
専
攻2
6
名
、

音
楽
専
攻
雷
名
)
の
計
4
3
0
名
が
入
学
し
ま
し
た。
大
分
の

芸
術
文
化
発
信
拠
点
の
一
つ
で
あ
る
グ
ラ
ン
シ
ア
タ
で
の
式

に、
新
入
生、
教
職
員
と
も
決
意
新
た
な
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま

し
た
。

「おおいたうつくし作戦」のシンボルマークを考案

「
ご
み
ゼ
□
お
お
い
た
作
戦
」
の
成
果

米
を
活
か
し
地
域
活
性
化
型
に
進
化
き

　　　　　　　　　　　　　　　　　
　

　
　
　　
　

　
　
　

た
デ
ザ
イ
ン
案
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

　　
　

-
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★にも
ド

‐
寿

芸短DES1GNSCHOOL2016一名児耶秀美さん講演会を開催

第
一
線
で
活
躍
す
る
デ
ザ
イ
ン
ブ
□

デ
ユ
ー
サ
ー
で
「
h
c
o
n
c
e
p
t」
代
表

取
締
役
の
名
児
耶
秀
美
氏
に
よ
る
講
演
会

を
、
2
月
6
日(
土
)
に
大
分
県
立
美
術
館

で
開
催
し
ま
し
た
。「
デ
ザ
イ
ン
の
可
能
性

/
デ
ザ
イ
ン
と
は
?
/
デ
ザ
イ
ン
を
活
用

し
て
世
の
中
を-
冗
気
に
す
る
」
を
テ
ー
マ

に
、
モ
ノ
づ
く
り
を
通
し
て
世
の
中
を
元

気
に
す
る
自
身
の
会
社
の
こ
と
、
手
が
け

る
ア
イ
テ
ム、
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
こ
と
、
最
後

に「
大
学
で
は
技
術
を
学
べ
る
が、
心
は
自

分
の
経
験
で
し
か
学
べ
な
い。
時
間
を
有

意
義
に
使
い
今
日
を
生
き
抜
い
て
く
だ
さ

い
こ
と
力
強
く
語
り
ま
し
た
。

ヰに

新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施

新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
4
月
6
日

(
水)
~
8
日(
金)
に
実
施
し
ま
し
た。
本
学
の
教
育

目
的・
方
針
や
学
生
生
活
の
心
構
え、
科
目
の
履
修

方
法
の
説
明、
防
犯
講
話
の
ほ
か、
学
科
に
分
か
れ

て
教
員
紹
介
や
交
流
会
な
ど
を
行
い
ま
し
た。
教

務
学
生
部
長
の
吉
山
教
授
は「
み
な
さ
ん
は、
教
え

て
も
ら
い
学
ぶ『
生
徒
』
で
は
な
く、
自
ら
学
ぶ『
学

生」
に
な
り
ま
し
た。
自
ら
を
半
分
は
社
会
人
と
考

え、
社
会
人
と
し
て
相
応
し
い
行
動
を
と
っ
て
く

だ
さ
い。」
と
述
べ、
新
入
生
を
激
励
し
ま
し
た
。

卒
業
生
の
企
画「
就
活
だ
よ
謝
堂
員

m
大
分
就
活
コ
レ
ク
シ
ョ
》ー
き
ほ

情
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
卒
業
生
が

学
生
代
表
と
し
て
企
画
を
行
い、
学
外
に
開
か

れ
た
イ
ベ
ン
ト
「
就
活
だ
よ
!
全
員
集
合
ー′
m

大
分
/
就
活
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
2
0
1
7」
が
実

現
し
ま
し
た。
大
分
県
内・
東
京
の
企
業
か
ら
7

社
の
人
事・
採
用
担
当
者
の
方
々
と
ゲ
ス
ト
講

師
陣2
5
名
、
学
生4
0
名
、
合
計6
5
人
が
本
学
に

集
ま
り、
議
論
を
闘
わ
せ
ま
し
た
。

大分市美術展で大分市美術館賞 ;-,た、
　　
　
　

　　
　　
　

h
.
れ

「
第5
0
回
記
念
大
分
市
美
術
展
」
で
、

専
攻
科
造
形
専
攻
2
年
の
伊
藤
寿
章

さ
ん
が
版
画
作
品
「
E
u
r
e
k
a
」
で

「
大
分
市
美
術
館
賞」
を
受
賞
し
ま
し

た
。
伊
藤
さ
ん
は
「
光
と
い
う
も
の
を

テ
ー
マ
に、
光
を
抽
出
す
る
イ
メ
ー
ジ

で
作
品
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の

作
品
は、
真
っ
暗
な
中
で
目
に
見
え
る

形
を
探
し
だ
そ
う
と
し、
目
に
見
え
な

い、
闇
の
中
の
不
安
感
の
よ
う
な
も
の

を
表
現
し
て
い
ま
す。
作
品
を
通
し
て

自
分
の
考
え
が
認
め
て
も
ら
え
た
よ

う
で、
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。」
と
笑
顔

で
語
り
ま
し
た
。

デ
ザ
イ
ン
パ
テ
ン
ト
コ
ン
テ
ス
ト
入
選
学
生

に
よ
る
意
匠
登
録
出
願
が
終
わ
る
i
「
ー
‐

昨
年
度
よ
り、
専
攻
科
造
形
専
攻
1

年
新
名
か
す
み
さ
ん
の
作
品
の、
デ
ザ

イ
ン
パ
テ
ン
ト
]
ン
テ
ス
ト
入
選
と
表

彰
式
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
て
き
ま
し

た
。
こ
の
た
びふ
新
名
か
す
み
さ
ん
が
弁

理
士
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、

無
事
に
意
匠
登
録
出
願
を
終
え、
現
在

は
特
許
庁
の
審
査
結
果
待
ち
で
す。
学

生
が
自
ら
意
匠
権
の
勉
強
を
し
て、
実

際
に
意
匠
登
録
出
願
ま
で
終
え
る
こ

と
は、
な
か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
。

意
匠
登
録
出
願
を
終
え
た
こ
と
か

ら、
よ
う
や
く
作
品
を
公
開
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

オ
ペ
ラ
サ
ー
ク
ル
「
o
p
e
r
a

P
i
e
n
a
d
i
V
i
t
a
」

O
B
演
奏
会
を
開
催

オ
ペ
ラ
サ
ー
ク
ル
「
o
p
e
r
a
P
i
e
n
a
d
i
V
i
t

a」
の
O
B
演
奏
会
を
2
月1
5
日
(
月
)、
音
楽
棟
小
ホ
ー
ル
で
開

催
し
ま
し
た。
1
期
生
か
ら
現
役
部
員
の1
1
期
生
ま
で
が
一
堂
に

会
し、
幅
広
い
年
代
の
深
み
の
あ
る
歌
声
を
響
か
せ
ま
し
た。
ま

た
、
客
演
と
し
て
バ
リ
ト
ン

の
新
見
準
平
さ
ん
も
出
演

1
/
r

L

r

-
t
・

難
儀
多

ち
の
協
力
も
あ
り
、
サ
ー
ク

乙

-

ル
を
存
続
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
三
と
メ
ン
バ
ー
が
お

礼
を
述
べ
、
観
客
は
一
斉
に

拍
手
を
送
り、
会
場
全
体
が

熱
気
に
包
ま
れ
大
変
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

春
節
祭
へ
の
協
力
で
旧
名
に
感
謝
状

日
中
友
好
事
業
「
2
0
1
6
年
春
節

祭
ー
N
お
お
い
た
」
へ
の
協
力
に
対

し
、
中
華
人
民
共
和
国
駐
福
岡
総
領

事
、
春
節
祭
実
行
委
員
長
よ
り
、
国
際

総
合
学
科
の
学
生1
8
名
に
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
学
生
は
、
司
会
や
会

場
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ、
中
国
で

新
年
を
祝
う
歌「
新
年
好」
を
中
国
語

で
披
露
し
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

リ
ー
ダ
ー
を
努
め
た
同
科
の
内
林
荊

愛
さ
ん
は
扉田
学
生
や
他
の
大
学
の
方

た
ち
と
交
流
す
る
こ
と
も
で
き、
大
変

い
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
こ
と
語
り

ま
し
た
。

これからの夏の季節、竹田キャンバスは、大分市内とは違った涼し
さのある過ごしやすい場所となります。毎年サークルの合宿、ゼミの
課外授業等で、夏は良く利用されてし、ます。旧小学校に宿泊とし、った、
なかなか他では体験できなし、施設です。交通費等も支給されますの
で、どうぞ皆さん本学とは違った学びの楽しみに来てください。詳し
くは大学事務局まで。また、9月の後半には地域交流会として、おし、し
し、豊後牛の焼肉大会も予定していますので、皆さんのご参加お待ち
しております。

(美術科非常勤講師 前田亮二)

※竹田キャンパスは、廃校となってし、た下竹田小学校(竹田市直入町)を
利用して、地域と密着したさまざまなアート活動を行ってし、ます。

…

…

一也ゴ
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濡副報告

チューリップフェスタワークショップ
4月3、10日(場所:道の駅「原尻の滝」)

4月には、毎年恒例となってし、る緒方町チューリップフェスタの
ワークショップを行いました。卒業生にも手伝ってもらい、子ども達
のエゴバック制作をしました。毎年、来てくれるチビッ子達もたくさ
んいて、にぎやかで楽しい制作となりました。みんな素敵な作品を
作ってくれました。

大
分
県
庁
で
環
境
活
動
の
発
表

本
学
地
域
活
動
室
は
「
ご
み
ゼ
□
お
お
い
た
推
進
隊
」
に
任
命
さ
れ
、

サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
で、
様
々
な
環
境
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

地
球
環
境
対
策
課
の
平
成2
7
年

r

.
‐
潮

珊
達

度
地
域
連
絡
会・
交
流
会
で、
府

】

内
学
生
エ
ゴ
フ
ェ
ス
タ
、
た
け
た

・

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
、
あ
な
た

,

^
.

ー

.
ー

ー

ヨ

ー

に
メ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
ガ
ー
ラ

ニ

ー

ン
ド
づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て、
ゥ
」
r
ー

.

亀

キ
お
.

　

　　　

　

月
6
日(
土
)、
大
分
県
庁
で
学
『
三
/
き
戦
闘
欄

・

生
が
活
動
報
告
を
行
い
、
広
瀬

と

,F
き
キ
ー
.
,

,

.

知
事
よ
り
環
境
活
動
と
地
域
振
i
'

、▲
『
「

興
を
結
び
つ
け
た
優
れ
た
活
動

斌
・:
っ
f

◆

で
あ
る
と
評
価
を
い
た
だ
き
ま

ー

し
た
。
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党内ギャラリー作品紹きく4・5月〉
学内ギャラリーでは、美術科の学生の作品を展示してし、ます。午前9時から午後6時まで
一般公開してし、ます。学外からお越しの際は、大学事務局にお声掛1プくださし、。

※ 6月以降の予定は裏表紙の Event Ca1endar に掲載。
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rもののかたち展」
デザイン専攻

ビジュアルデザイン2年

晶.暗
]

1 , ー

　 　
　 　 　　　　　 　

「ADD-CTION 」
デザイン専攻メディアデザインBクラス2年メンバー4ノ・
(富山智文、長友奈津子、豊田琴乃、渡遷めし、)

鯉 . 覇 -

,彦愛怨じ{

「ーNNOCENT WORLD 」
(美術専攻2年)

0 ◎ ' . ・・ 0 ・ .. ・・ . ・・ . ・・・・ . ・・ . ・・ . ・・ . ・・ . ・・ . ・・ . ・・ . ・● . ・・ . ・・ . ・・ . ・ 0 . ・ .,. ・ 0 . ・・ . ・・ . ・ .. ・

新キャンパスへの変貌に期待
今年度後半から芸術デザイン棟の増設工事が始ま

り、次いで来年度からは正門の南側に図書館の新設が
始まる予定です。キャンバスの新しい顔は、この図書
館と正門から真正面に見えてくる新設の音楽ホール
棟と、そこに真直ぐに向かうシンボル□- ドです。音
楽ホール棟に付属する食堂・談話室は、新設の図書館
と並んで、キャンバス内の交流拠点となるでしょう。
また、シンボル□- ドは、キャンパスモールと名を変
える現在のメタセ]イヤの並木と平行に伸び、現在の
ダイヤモンド広場の位置には、周囲を県産木材の屋根
がつし、た遊歩道に囲まれた広々とした芝生の交流広
場が現れます。
見通しがよく風通しもいし、、広々とした新しし、キャ

ンバスで、のびのびと学べる時代がすぐそこまで来て
し、ます。o ・ o

:
. ◎ o ・・・ o e ・・・・・・・・・・ o ・・・・・・・・・・・ o ・ o ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ o ・・・・・・・・・・・・・・・・・

「大学で学んだことを地域で活かし、活動することで学びの意義を知る」ことを目的としたサービスラーニング。「単なるボランティア」では終わら
なし、、主体性・協調性・論理性のある「社会人力」を育成するブ□グラムを組んでし、ます。

大分市森林セラピートレイルランニング大会
で撮影などお手伝い

ス ー ----ン 報

3月 13日(日)、大分市森林セラピートレイルランニング大会が
実施されました。大分県県民の森を舞台に起伏の激しい山道を最長
40km ◆8時間の制限時間内に走るレースです。今回が4回目で、第
1回目から記録動画と静止画の撮影、給水補給コーナーのお手伝し、
を、前日から泊まり込みで行ってし、ます。地元のレストランや生産
者グループも食事]- ナーなどに参加、地産地消に役立てました。

「アースデイおおし、た」に参加しました

「アースデイおおし、た」は、環境がかかえる問題に対して人々に関
心を持ってもらうため、参加者が普段何時もやってし、る環境に対す
る活動を発表し、みんなで共有するイベントです。本学は、第 1回目
から参加してし、ます。本学の学生26 名も参加し、イベントの設営や
運営を手伝いました。今回は会場におし、て「アースデイおおし、た新
聞」を作成、学生たちが中心となって活躍しました。

●(版画護座 員コラクラフー
毎週火曜日の 18時~21 時。

]ラグラフとは木を彫るのでは
なく、紙や布、レース等の様々な
素材を木の板や厚紙に貼付け、
プレス機で刷る版画技法です。
※前期版画講座 1の申込みは終
了しています。後期講座のご案
内は8月中旬頃にチラシ、本学 [
HPにてご案内し、たします。

詳細 や他の活動は情報コミュニケーシ ョン学科 HP(r 「L二:二- -:-1La[:-ご′:-罰 ,)・同 Facebook でご覧いただけます。

4月20 日(水)から25 日(日)までの 5日間、大分青年会議所と協
力して、大分駅上野の森口およびセントポルタ中央町商店街にて募
金活動を行いました。地域の皆さまなど多くの方にご協力し、ただし、
た結果、88万3,719 円の募金が集まり、全て『公益社団法人日本青
年会議所 2016 年熊本地震災害支援金 へ振込みさせていただきま
した。

ぬ
醇
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き
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-
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ー

罪

且

▲

「熊本大分地震」募金活動に参加

楽しし、趣味からビジネススキル向上を目指すものまで、さまざまな
講座が揃った「芸短オープンカレッジ」。今回は、「版画講座 1(コラグ
ラフ)」の教室におじゃましてきました。

●受講のきったパブは?

新しいことに挑戦したり、芸術に触れてみたかったからです。
◎受講してみていか、かですか ?

とても楽しく、奥が深いです。難しいところもありますが、面白いです。
@デモ生の印象は?

センスの固まりです。専門的な話など色々と丁寧に教えてくれます。

教室では、みなさん夢中になって制作しており、刷り上がった作品を見て、
.,とても満足した笑顔が印象的でした。講師の野村菜美先生は「凹凸があり尖っ
L,てなく薄し、ものなら、何でも貼り付けて楽しむことができます。」と話します。
1,絵を描くことが苦手な方も楽しめる講座です。

「蓑短オープンカレ・ツジ」におじやまします!

「‐ --- 鰯
! む

に

「まちなか盛り上げブ□ジェクト府内丑舞」
初披露に参加

大分市の中心市街地を盛り上げるためのプロジェクト「まちなか
盛り上げブ□ジエクト」の一環で、西新町天満宮に新たな丑舞を創
り、大分県立美術館【OPAM1 の 1周年を記念するイベントとして4
月24 日(日)に初披露されることになり、本学学生 16名が参加し-
緒に盛り上げました。学生は、地域発展に貢献することや、地域住民
の方との交流を通して、たくさんのことを学ぶことができました。

受講者にお話しをお同し、しました。
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Qe 二◎キヤフバスを開催します′

7月17日◎・9月18日◎
13:00~17:0OG 受付 12:00~)
※美術科は、10;00~13:00 まで、自白に学籍施設内や展示作品を見学する
ことができます。
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1日隊)~4 日出
学内ギャラリー
「1NNOCENT WORLD 」

6 日回.~10 日◎
学内ギヤ

13日偏)~17日絵)
学内ギャ

20日(月)~24 日総
学内ギヤ

26日(ョ}~7 月2日出

学内ギャラリー「森のかけら」

日(金)
学内ギャラリー「後藤 &後藤展」

日総
学内ギャラリー「県外大学交流展」

2日出
学内ギャラリー「attach(仮)」

== 臣圏圏0日図園自国開国図==
国園 本学教員がア馴イスはす。1圏囲 ぎ署のための実技講習会　
　　

模

　　 　
　　 　　　　　 　

E図国圏,8
頓遍◎ 7
　　　　 　　

信■■為 7月 17 日(印 (オープンキャンバスは13;00から)
模擬試験9:00~12:00/ 作品講評 12:00~12:30

ー‘!■鴎 ◎模擬試験コース(専攻選択…美術専攻またはデザイン専攻)
◎デッサン入門コース(美術.デザイン専攻共通)

宣鋼■国- 高校生以上(社会人も可)
続ョ111◎ 各コース.専攻 15名程度 ※応募者が多数の場合は

抽選となります　　　　　　　　　
GI鴎勘 7月1日◎当日消印有効
鎧国扉為 住所 .氏名・年齢・電話番号・希望コース、希望する用

紙〈「画用紙」または「木炭紙」)を明記のうえ、電子
メール、往復はがきのし、ずれかで、下記の宛先までお

申し込み下さい。電話での受付は行っておりません。

御 国 臣 ◎電子メール fineart@oita ‐pic.ac・iD

返信を行いますので、迷惑メールフィルタをかけてい
る方は、受け取れるよう設定の変更をお願し、します。
◎往復劾‘選〒870‐0833 大分市上野丘東 1-11

大分県立芸術文化短期大学
美術科美術専攻副手室宛

開園園医通園a 美術科美術専攻副手室
TEL:097‐545‐8548 または097‐545‐8641
※詳細は本学HP をご覧くださし、。

3日疑り

IE-1111飴 1回目 7月 16 日けり・17 日御 9:00~17:50
2回目 9月 17日(土)・18 日御 9:00~17:50

G! ■ a覆 1回目/声楽 .ピアノ ,指揮・理論・作曲・管弦打

【ヴァイオ リン・ヴィオラ・フルー ト・クラリネ ッ
ト・サクソフォン・ホル ン・チ エ□・コン トラバ

ス・オーボエ・打楽器】を予定。

2回目/同上。管弦打は上記楽器のほか、トラン
ペッ ト、ト□ンボーン、ユーフオニアム、チュー

バ、ファゴットも募集予定。
※管瀦丁につし、ては、楽器により実施日が異なります。

音楽基礎科目:内容は、受講するコースにより決
まります。

ピアノ…聴音、声楽・・コールユーブンゲン、指
揮、理論、作曲…視唱、管弦打・・視奏

IE濁暇ヨ幡鴎■ 4,500 円に5分間のレッスン 1回と希望者の
み音楽基礎科目)

壱霊園医璽の 1回目管弦打は6月17日(金)、その他は6月
30日(木)まで/2回目は8月1日〈わより募集
を開始、締め切りは管弦打が同 15日(月)、その
他は31日(櫛まで。

G 霊園曝露鴇 FZUK(Q97‐545‐8758)
またはメール (isozaki@oita ‐pic.ac.ip)

1嵯遜国母圏雪 音楽科 副手室 TEL:097‐545‐8758
※詳細は本学HP をご覧ください。

‐ハー,{
‐ 言

9日鯛

12日鋤
13日がり

17日は)
18日(日)
18日{日)
26日(印

28日(水)

音楽科地域巡回演奏会
音楽科地域巡回演奏会
音楽科夏期講習会
第2回オープンキャンパス

音楽科夏期講習会
後期履修登録開始
芸短音楽科コンサートシリーズ

No.87 「若さあふれるコンサー ト

~前期実技試験成績優秀者~」
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掌幅授業ぎ芸短ォーフンカレッジ
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本学では、社会全体の学習ニーズの高まりに応え、地域社 …「芸短オープンカレッジ」現在募集中の講座
会に幅広い生涯学習の機会を提供することを目的とした i ⑨ipad入門②
「公開授業」と「芸短オープンカレッジ」を開講してし、ます。 …
「公開授業」は、大学の講義を県民のみなさまに公開して、学 …
生と机をならべて学んでし、ただくとし、う制度です。「芸短 …
オープン′カレッジ」は、日々の生活がちょっとだけ資沢にな …

るような趣味の講座をはじめ、ビジネススキルアップを目 …
指せる実践的な講座まで、本学ならではの個性的な講座を …
多数取り揃えております。「公開授業」は 8月初旬からお申 …
し込み受付け開始、「芸短オープンカレッジ」は、現在以下の …

講座でお申し込みを受付1ブております。「公開授業」「芸短 …
オープンカレッジ」の詳細は、本学 HP をご覧くださし、。 ・

◎アンド□イドタブレット入門②
◎情報セキュリティ講師養成講座
◎パソコンAccess 活用講座
◎中級◆上級ピアノ講座
◎声楽個人レッスン
◎声楽グループレッスン
⑩オペラ講座
◎名作に学ぶ映画鑑賞~新午前十時の映画祭を十倍楽しむ~
◎.カッテイングマシンによるステッカーづくり
◎パソコン実践力アップ講座 ワーフ□(Wo「d)]- ス
◎バン] ン実践力アップ講座 表計算 (Exce1)コース
◎ 3D モデリング &3D プリンターによる成形
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4 日御~9 日は)
学内ギャラリー「タイトル未定」

12日伊に}~19 日(火)
字内ギャラリー
「卒業・修了収蔵作品展」

16日強 音楽科夏期講習会
17 日{日) 第 1回オープンキャンバス

17日(日) 美術科夏期講習会
17日{日) 音楽科夏期講習会
21日術~27 日(水)

学内ギャラリー「5人企画展」

29日◎~31 日{日)
学内ギャラリー「課題作品展」

芸短音楽科コンサートシリーズ

No.85 「公開研究発表江~1 日目~」

芸短音楽科コンサートシリーズ

No,86 「公開研究発表 n~2 日目~ 」

夏期休業

※各イベントは変更になる場合があります。

情報をいち早くGet!

大分県立芸術文化短期大学の公式
Facebook では、本学が主催する
イベント・展覧会等のお知らせを
はじめ、キャンパス内の様子や学
生たちが行うさまざまな活動につ
し、て報告してし、ます。また、サーク
ルやイベン ト、研究室等でも
Facebook を立ち上げています。

〈大学ホームページ〉
http://www.oita-pjc.ac.jp/
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お問し、合わせは、「公開授業」「芸短オープンカレッジ」担当(TEL:097‐545‐0542) まで、お気軽にお電話ください。
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